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Ⅰ．法人の概要 

■設置する学校学科の名称および所在地

■設置する学校学科の入学定員と学生生徒数(人)

 平成 29年 5月 1日現在 

■役員・評議員・教職員の概要

【役員】 

平成 29年 10月 13日現在 

【評議員】 

寺 嶋  隆 岡 本  勝 舘  澄 子 長 尾 泰 子 

前 田 茂 雄 松 本 泰 行 渡 辺 耕 而 玉 田 和 子 

宮 川  洋 西 村  宏 加 藤 善 美 稗 本 哲 也 

宮 本  剛 松 原 一 誠 伊 達 明 彦 那 須 理 恵 

森 橋 律 夫 冨 沢 佐 一 吉 岡 賢 一 中 村 洋 子 

平成 29年 10月 13日現在 

【教職員の概要（専任）】 

学 校 名 教員数 職員数 合 計 

岩国短期大学 12 7 19 

高水高等学校 45 6 57 

付属中学校 13 1 14 

平成 29年 5月 1日現在 

学 校 名 所 在 地 

岩国短期大学 山口県岩国市尾津町二丁目 24番 18号 

高水高等学校 山口県岩国市尾津町二丁目 24番 18号 

高水高等学校付属中学校 山口県岩国市尾津町二丁目 24番 18号 

学校名 学科名 入学定員 入学者数 収容定員 学生数 

岩国短期大学 幼児教育科 80 69 160 146 

高水高等学校 普通科 330 197 990 640 

付属中学校 普通科 120 20 360 86 

理事長 宮 川  明 監 事 池 元 幸 信 

理 事 寺 嶋  隆 監 事 村 元 真 澄 

理 事 前 田 茂 雄 

理 事 森 橋 律 夫 

理 事 冨 沢 佐 一 

理 事 松 原 一 誠 

理 事 加 藤 善 美 

理 事 舘  澄 子 

理 事 宮 川  洋 
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Ⅱ．事業の概要  

 

■ 基本方針 

毛利藩の儒学者宮川視明によって創設された本学園は、学園発祥の地、旧熊毛郡高水村で培われた教

育の伝統を受け継ぎ、絶えざる人格の練成と教育実践に邁進する。 

少子化等地域社会の厳しい環境下にあっても入学者数の増加をもたらすべく、教育改革及び入試改革を

行い、経営基盤の安定化を図るとともに、財政改革を推し進める。 

 

■【法人全体】   

学園創立 120周年記念講演開催の実施。 

120周年記念誌を発刊する。 

 

 

■【短期大学】 

 

１．建学の精神に基づき、地域に信頼される特色ある短期大学づくり 

 

本学の建学の精神は、「楽学」である。この建学の精神たる「楽学」を踏まえて、次のことを教育理念として

いる。 

◎特性の陶冶を重んじ、人間性を練り鍛え、豊かな人間形成を図る。 

◎地域に生きて働く人材を養成する。 

この教育理念をもとに、本学学則第２条において「国家社会の有為な形成者にふさわしい一般教養と、専

門的職業に重点を置く高度な知性とを修得させ、国家の福祉と人類文化の創造的発展に貢献することので

きる心身ともに健全な人物を育成することを目的とする」と規定し、事業展開を図っている。 

これらの理念を教育実践として展開していくために本学では保育のスペシャリストの養成をすることを念頭

に、学生にその自覚と意識を常に覚醒させるべく具体的な教学活動を実施している。 

基礎科目においては、高等教育における基礎的学力を保証するために、基礎ゼミナールを開設し、教養

科目においては幼児教育を包括的に支える講義内容を提供する。そして、これらの教養教育を通じて正しい

人生観と開かれた社会性を持った職業人として生きる誇りと自信を与えることを教育の目標とする。 

また教科、教職に関する専門科目においては現代の幼児教育理論の成果を踏まえて、実践的な保育技

術に言及する講義内容を教示し、その具体的な成果を「平成 30 年度基本方針と取り組み」として構想し、実

施するものである。 

今年度の最優先課題は、幼児教育科単科の短大として山口県東部地区における地域の活性化に貢献す

る事業展開をしていくことである。この事業展開の中で地域の本学における認知度を向上させ、本学への進

学率を高めることと、地元保育関係者の本学への信頼に基づく就職などの協力体制をさらに強化していくこと

を目指す。さらに本 学が地域の保育研修の中心的存在となるべく、岩国子育て支援ネットワークの事業展 

開を確実にしていく。 

時代の変化は厳しいものがあるが、本学は単科の短期大学として他に類を見ない事業展開を通じて、18

歳人口の減少が続く少子化社会の中で、その真価を発揮して地域に根付き、地域に生きて働く人材を養成し

ていくことを信条とする。 
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２．平成 30年度基本方針と取り組み 

  -質の高い教育の実践と地域密着の短期大学をめざす- 

 

（１）保育実践力の養成 

   ①系統的な取り組みによる保育実践力の養成 

 ・「お店屋さんごっこ(1 年)」-「大学祭・キッズルーム(1 年)」-「Iwatan 親子フ 

ェスタ（１・２年合同）」の系統的な実施 

   ②「音・美・体」の教育の充実 

 ・ウィンター・コンサート、卒業記念コンサート等の実施 

      ・南岩国駅「壁面装飾 12 カ月」掲示・その他の機関での学生作品展示 

    ・現場に即した幼児体育の模擬授業や１・2 年生合同運動会の実施 

   ③「クリエイティブ・ムーブメント」による本学独自の自己表現力育成教育の推進 

   ④教育実習の充実 

・模擬保育の実施 

・１・2 年生合同学習会の実施 

・実習事前指導の実施(絵本100冊読み等の取り組み、保育現場でよく使う漢字テスト、手遊び歌、

パネルシアター、素話等) 

・実習評価１・２学生への個別指導 

・自主実習の推奨 

   ⑤保育現場力の活用 

    ・ようこそ先輩！保育実践力養成講座（保育所編） 

    ・ようこそ先輩！保育実戦力養成講座（幼稚園・認定こども園編） 

    ・ようこそ先輩！保育実践力養成講座（施設編）の講座の実施 

 

   ⑥レクリエーション・インストラクター取得コースの新設 

       

   

 （２）就職支援の充実 

   ①就職支援システムの推進 

    ・「入学前プログラム」-「新入生合宿研修」-「基礎ゼミナール」-「キャリア開発Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」-「フォローア

ップセミナー」の一貫した就職支援の実施 

    ・現職園長による面接指導講座の開設 

   ②就職ガイダンス、東部校訓練生の受け入れと就職ガイダンスの実施 

   ③就職面談、面接指導の実施 

   ④試験対策講座、公務員試験対策講座開設 

   ⑤卒業生就職先アンケートの実施による教育・就職支援の改善 

   ⑥県内就職率向上のための取り組み 

・「就職ナビ in いわたん」の実施と拡充 

 

 （３）地域貢献 

   ①岩国子育て支援ネットワーク（Iwatan 子育て愛ねっとアカデミー）の事業の充実 

・第 8 回「Iwatan 親子フェスタ」の開催 

     ・「Iwatan 親子広場」の開催（年間 6 回） 

     ・保育者対象研修会の開催（年間 2 回） 
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   ②岩国市、岩国商工会議所との連携推進 

   ③高大連携協定校との連携推進 

   ④学生ボランティア活動の推奨 

 ・「学生ボランティア活動記録」の記入 

 ・年間最低 2 回のボランティア活動の義務化 

  ・宮川澳男賞、地域貢献奨励賞の表彰 

   ⑤幼稚園免許状更新講習の実施 

    ⑥生涯学習公開講座の開催（年 2 回） 

      ・「保育者のための初級英語講座」の実施 

 

 （４）入学定員確保 

   ①魅力あるオープンキャンパスの実施 

   ・年間 6 回のオープンキャンパスの実施 

   ・表現力を生かした学生による学科紹介の取り組み 

   ②本学独自の奨学金制度の拡充 

    ・高大連携協定校に対する奨学金制度 

    ・指定校推薦校に対する奨学金制度 

    ・離島及び遠隔地出身学生に対する生活支援奨学金制度 

    ・沖縄からの学生募集 

   ③中・高大連携授業の推進 

    ・「保育者をめざす高校生のための高大連携授業プログラム」のパンフレット配布と実施 

    ・中大連携校の開拓と実施 

 

  (５)教職員の資質向上 

   ①FD 研修でのアクティブ・ラーニングによる授業改善等 

   ②SD 研修の充実 

   ③教職員合同研修会の実施（財務状況説明会、ハラスメント研修会 等） 

   ④平成 32 年度「認証評価」に向けての自己点検・評価活動の推進 
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３．平成 30 年度の具体的な事業計画（短期大学） 

 
主な学内行事 

学生支援に関する取り組み 地域貢献に関する取

り組み 

入学定員確保

の取り組み 保育実践力の養成 就職支援 

4月 

○入学式、保護者懇談会 

○東部校訓練生入校式 

○非常勤講師会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

○１・２年生合同集会 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊新入生合宿研修 

＊就職面談・面接指導 

＊就職ガイダンス 

＊アカデミー実行委員
会 

＊学生ボランティア協
力 

＊指定校挨拶回  

 り 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

5月 

○学生交流会 

○後援会理事会 

○理事会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○１・２年生合同集会 

＊実習前学習(手遊び、パネル
シアター等) 

＊絵本読み聞かせ指導 

＊絵本 100冊読みの実施 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊就職面談・面接指導 

＊就職開拓訪問 

＊2 年生就職試験対
策講座 

＊Iwatan親子広場① 

＊生涯学習公開講座 

＊岩国市との連携推進
会議 

＊岩国商工会議所との
連携推進会議 

＊高大連携協定校との
連携推進会議 

＊「すくすくフェスタ
in 和木」学生ボラン
ティア協力 

＊第 8回 Iwatan親子フ
ェスタ補助金申請 

＊高校訪問 

＊高大連携授業 

＊広報誌「愛宕
山」発行 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

6月 

○保護者懇談会 

○後援会総会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○１・２年生合同集会 

＊ようこそ先輩！保育実践力
養成講座（保育所編） 

＊教育実習Ⅱ 

＊保育所見学実習 

＊近隣幼稚園児との芋の苗植
え 

＊南岩国駅学生作品「壁面」 

の展示 

＊「ミニ・キャンドルサービ
ス」 

＊フォローアップセ
ミナー 

＊就職面談・面接指導 

＊Iwatan親子広場② 

＊生涯学習公開講 

＊学生ボランティア協
力 

＊高校訪問 

＊高大連携授業 

＊中大連携授業 

＊オープン・キャ
ンパス 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

7月 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

＊2年生模擬保育全体研修会 

＊近隣幼稚園児を招いての
「お店やさんごっこ」 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊１・２年生模擬運動会 

＊就職面談・面接指導 

＊現職園長による面
接指導講座 

＊就職ナビ inいわた
ん 

 

＊Iwatan親子広場③ 

＊生涯学習公開講座 

＊学生ボランティア協
力 

＊高校訪問 

＊高大連携授業 

＊オープンキャ
ンパス 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

8月 

○免許状更新講習 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価委員会 

＊保育実習Ⅰ 

＊施設見学実習 

＊学生自主実習 

※SD、FD研修 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊レクレーション・インスト
ラクター実地実習 

＊１年生就職試験対
策講座 

＊就職面談・面接指導 

＊保育者対象研修会 

＊子ども未来研究所研
修会 

＊幼稚園教諭免許状更
新講習 

＊学生ボランティア協
力 

＊オープン・キャ
ンパス 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

9月 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

○１・２年生合同集会 

＊保育実習Ⅱ・Ⅲ 

＊障害者レクレーション研修
会 

＊学生自主実習 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊就職面談・面接指導 

＊就職ガイダンス（山
口県若者就職支援
センター） 

＊Iwatan親子広場④ 

＊アカデミー実行 

委員会 

＊学生ボランティア時
数の状況把握（前期） 

＊岩国市との連携推進
会議 

＊岩国商工会議所との
連携推進会議 

＊高大連携協定校との
連携推進会議 

＊学生ボランティア協
力 

＊第 8回 Iwatan親子フ
ェスタ後援依頼 

＊高校訪問 

＊高大連携授業 

＊オープン・キャ
ンパス 

10月 
○クリーン・プロジェク  

 ト 

○火災等防災訓練 

＊ようこそ先輩！保育実戦力
養成講座（幼稚園・認定こ
ども編） 

＊就職面談・面接指導 ＊Iwatan親子広場⑤ 

＊生涯学習公開講座 

＊「岩国祭り」学生ボ

＊高校訪問 

＊高大連携授業 

＊広報誌「愛宕
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○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○１・２年生合同集会 

 

＊実習前学習(漢字テスト、手
遊び、素話等) 

＊教育実習Ⅲ 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊「幼児体育」授業における
１・２年生模擬運動会 

ランティア協力 山」発行 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 

11月 

○大学祭「清流祭」 

○親守詩大会 

○後援会理事会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

＊大学祭キッズルーム 

＊近隣幼稚園児との芋の収穫 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊就職面談・面接指導 ＊Iwatan親子広場⑥ 

＊生涯学習公開講座 

＊学生ボランティア協
力 

 

＊高大連携授業 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュース」
発信 

12月 

○保護者懇談会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○１・２年生合同集会 

＊教育実習Ⅰ 

＊中四国保育学生研究大会 

＊ウィンター・コンサート 

＊1･2年生合同模擬保育 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊就職面談・面接指導 

＊卒業生就職先アン
ケート 

＊1 年生公務員試験
対策講座 

＊入学前 P 

＊生涯学習公開講座 

＊学生ボランティア協
力 

＊第 8回 Iwatan親子フ
ェスタ協賛依頼 

 

＊高大連携授業 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュース」
発信 

1月 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

＊ようこそ先輩！保育実践力
養成講座（施設編） 

＊保育・教職実践演習研究発
表会 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

 

＊入学前 P 

＊就職面談・面接指導 

 

＊保育者対象研修会 

＊学生ボランティア時
数の状況把握（後期） 

＊学生ボランティア協
力 

＊高大連携授業 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュース」
発信 

2月 

○研究紀要の発行 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、 

○自己点検・評価運営委
員会委員会 

○自己点検・評価委員会 

○１・２年生合同集会 

＊施設実習 

＊学生自主実習 

※SD、FD研修 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊1 年生就職試験対
策講座 

＊入学前 P 

＊就職面談・面接指    

 導 

＊学生ボランティア協
力 

＊高校訪問 

＊中大連携授業 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュース」
発信 

3月 

○学位記授与式 

○東部校訓練生退校式 

○同窓会入会式 

○理事会 

○法人連絡会 

○教授会、幼児教育科会 

○運営委員会、各部会、
委員会 

○自己点検・評価運営委
員会 

○自己点検・評価委員会 

○事業計画の総括と改善 

○自己点検・評価報告書 

の作成 

○アカデミー報告書の作
成 

＊卒業記念コンサート 

＊学生自主実習 

＊第8回Iwatan親子フェスタ 

※SD、FD研修 

＊南岩国駅学生作品「壁面」
の展示 

＊入学前 P 

＊就職面談・面接指  

 導 

＊第 8回 Iwatan親子フ
ェスタ  

＊宮川澳男賞、地域貢
献奨励賞表彰 

＊アカデミー実行 

委員会 

＊アカデミー報告書作
成 

＊岩国市との連携推進
会議 

＊岩国商工会議所との
連携推進会議 

＊高大連携協定校との
連携推進会議 

＊「シンフォニア・フ
ェスタ」学生ボラン
ティア協力 

＊高校訪問 

＊オープン・キャ
ンパス 

＊幼児教育科「ホ
ット・ニュー
ス」発信 
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■【高等学校】 

 

１．建学の精神に基づく、地域から信頼され魅力ある高校づくり 

 

先行き不透明で目まぐるしく変化するこれからの社会で生きていくためには、目の前にある問題を自分の

課題として捉え、仲間と協働しながら正解のない解答を見つけ出し、新たな価値を創造する資質・能力を養

成していかねばならない。 

本校の建学の精神である『徳性の陶冶』、教育による人格の練成はいつの時代においても不変であり、予

測が難しく不透明なこの時代においてこそ、建学の精神を継承し、地域社会や国際社会に貢献できる人材

を養成することが求められている。 

建学の理念の下、未来に向けて、明るく、元気に、素直に、挑戦し続ける生徒を育成する。具体的には高

い志を持ち、仲間と共にチャレンジしながら生まれ育った地域に誇りと愛着を持つ、ローカルかつグローバル

な視点で社会に参画する生徒を育成する。そのためには知・徳・体、調和のとれた真の生きる力を養成し、

地域社会から愛され、信頼される学校にする。 

今年度、普通科においては、自己肯定感と自己有用感を持たせ、規範意識を高めるために、教職員の研

修講座を充実させ、担任と学年団とが連携を深めて一人ひとりの生徒に寄り添った学級経営を目指す。ま

た、基礎学力をもうワンランクアップさせるために、学習内容、指導方法と評価について見直し、また外部教

育機関と連携しながら生徒の学習意欲の喚起と家庭学習の定着を図る。 

六年制普通科については、一人ひとりの目標を実現させるためにもうワンランク上を目指した進路指導を

目指す。 

山口県においても少子化が急激に進行し厳しい社会状況であるが、本校の１２０年の伝統を身に付けた

真正の人物を養成し、地域に貢献していく。 

 

 

２．平成 30 年度基本方針・取り組み 

 

 （１）基礎学力の保障 

  ①教職員の資質向上 

・アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた研究授業を開催 

・定期的な教職員研修会の実施 

・外部研修会への積極的な参加 

②シラバス（学習内容、指導法、評価等）の改善 

③外部模試の積極的な活用 

④放課後自習教室の充実 

 

（２）人間性の保障 

①学校行事の充実 

 ・運動会、楽学祭、修学旅行の改善 

 ・普通科２年生インターンシップ 

②ユネスコスクールとしての推進 

 ・全日本高校模擬国連大会への参加 

 ・岩国ユネスコ協会との連携 

 ・国際ソロプチミスト文化講演会への参加 

③部活動の活性化 
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 ・1 年生への部活紹介と参加促進 

 

  （３）進路の保障 

①進学：外部模試の活用 

 ・中 3～高 3 進研・全統・駿台模試の実施   

 ・模試検討会の開催 年 3 回 

②就職： 就職模試、就職ガイダンス 

③進路研修会の充実  

 ・保護者対象：各学年 年 2 回  生徒対象：各学年 年 2 回 

④キャリア教育講演会実施 年 2 回 

 

(４)地域貢献 

①定期演奏会の開催 

 ・吹奏楽定期演奏会  ・長唄三味線発表会 

②ESD パスポート（ボランティア活動）の推奨 

③挨拶運動の推進 

 ・各学期南岩国駅前で JR 職員と実施 

      ④安全交通指導 

 ・毎日、教員と交通委員とが学校前の 3 か所の交差点で実施 

 

(５)入学定員確保 

①中学生の興味・関心を高めるオープンスクールの実施 

 ・第１回 ８月初旬  内容 ①在校生による学校紹介 ②クラブ見学 ③クラブ体験 

 ・第２回 11 月初旬 内容 ①入試対策講義 ②模擬授業 ③クラブ体験 

②定期的中学校訪問 

 ・4 地区への訪問（旧市内、玖西、柳井以西、広島西地区）へ各 2 名 

 ・第１回 ６月中旬  今年度入試の報告、卒業生・在校生の状況 

 ・第２回 12 月初旬  次年度入試について、3 年生の進路状況 

③中学校への進路説明会の充実  

 ・5 月末～7 月初旬、岩国・和木地区・大島地区各中学校訪問 

④部活動奨学生の拡充 

 ・広島西部地区・柳井、田布施、平生地区・周南地区への声掛け 
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３．平成 30 年度の主な事業計画（高等学校） 

 

  

 
  主な校内行事 

生徒支援に関する取り組み 地 域貢献 に関

する取り組み 

入学定員確保の取り組み 

進学支援 就職支援 

４ 

○始業式・入学式 
○開校記念日・記念講演会 
○新入生オリエンテーション 
○新入生親睦遠足 
○追試験 

＊1 年進路研修会 
＊3 年進学講話会 
＊3 年保護者大学進学説明会 
 

＊個別面談 
＊事業所訪問 

＊安全交通指
導 

＊ESD パスポー
トの活用 

 

５ 

○１学期中間考査 
○教職員定期健康診断 
○PTA 総会 
 
 

＊1 年進路研修会 
＊保護者進路説明会 

＊昨年度求人
状 況 文 書 配
布 

＊吹奏楽定期
演奏会 

＊国際ソロプチ
ミスト文化講
演会 

＊中学校訪問 
＊高大連携授業 
 

６ 

○教育実習 
○授業参観日 
○第１回楽学テスト 
○生徒総会 

＊1・2 年保護者進路説明会 ＊1・2 年保護
者 進 路 説 明
会 

＊挨拶運動 ＊オープンスクール 
＊中学校進路説明会 

７ 

○１学期期末考査 
○クラスマッチ 
○保護者会 
○終業式 
 

＊2 年進路説明会 
＊調査書作成委員会 
＊前期進学講座 

＊求人閲覧指
導 

＊写真撮影 
＊応募前職場

見学 
＊第1回就職ガ

イダンス 

＊地域ボランテ
ィア活動 

＊中学校進路説明会 

８ 

○登校日 
○後期進学講座 
○勉強合宿 
○始業式 
○第 2 回楽学テスト 

＊後期進学講座 
＊実力テスト 
＊推薦委員会 

＊第2回就職ガ
イダンス 
＊就職面接 

＊長唄三味線
部定期演奏会 

＊オープンスクール 

９ 

○運動会 
○楽学祭 
○就職試験 
○F 科 2 年修学旅行 

＊模試検討会 
＊センター出願説明会 
＊F 科 1 年進路研修 

＊未内定者の
個別指導 

 ＊入試説明会 

10 

○2 学期中間考査 
○中・六講演会 
○S 科 1 年修学旅行 

＊面接・小論指導 
＊指定校推薦委員会 

＊2 次募集求人
受理 

＊ 防 災 ・ 減 災 
地域リーダーパ
ワーアップ講座 

 

11 
○授業参観日 

○F 科 2 年インターンシップ 
 

＊2 年保護者大学説明会 ＊2 年保護者就

職説明会 

＊挨拶運動 ＊オープンスクール 

 

12 

○2 学期期末考査 
○卒業考査 
○クラスマッチ 
○保護者会 
○終業式 
○S 科 2 年ウインタースクール 

＊模試検討会 ＊年賀状発送 ＊日米交流イベ
ント通津国際交
流村参加 

＊中学校訪問 
 

１ 

○始業式 
○第 3 回楽学テスト 
○F 科 3 年卒業考査 
○3 年終業式 
○入学試験 

＊センター試験激励会 
＊出願検討会 

＊前年度就職
生徒の勤務状
況調査 
＊内定赴任日
調査 

＊ 防 災 ・ 減 災 
地域リーダー
パワーアップ
講座 

 
＊高大連携授業 
 

２ 
○3 年再試験・追試験 
○中六合同発表会 

＊国公立個別指導 ＊内定者赴任
指示 

＊挨拶運動 ＊中学校訪問 
 

３ 

○卒業式 
○学年末考査 
○終業式 
○入学説明会 

＊模試検討会 
＊卒業生講話会 

＊前年度就職
生徒の勤務状
況報告 

 ＊高校訪問 
＊オープン・キャンパス 
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■【付属中学校】 

 

１．建学の精神に基づく、「２１世紀型学力」の養成をめざす特色ある学校づくり 

 

グローバル化の波が国の枠組みを取り払い、経済システムや人事の流れを根本的に変えてしまった。ま

た、ＡＩ化によって今後職業の淘汰が大幅に進み、職業観そのものを見直さねばならない時代がすぐそこま

で迫っている。 

その一方で、少子高齢化の波が日本を飲み込みかけている。2050 年、日本の人口は 8500 万人まで

減少するとされる予想データもある。これは現在の九州と四国の総人口に匹敵する数である。労働人口は

どうなるのか。とても現在の産業構造を維持できるとは思われない。地域社会は忍び寄る限界集落の陰に

脅えながら、新しい生きがいの創造や生活自体の見直しに迫られ、全国で数多くの模索が始められている。 

こうして、グローバル化もローカル化も 21 世紀の奔流となるが、知識や技能の習得を中心にした明治以

来の学校教育の発想では、この世紀を生き抜き活躍する生徒を育てることは難しい。習得した基礎的な知

識・技能をもとに自ら課題を発見し、その解決に主体的・協同的に取り組み、学びの成果を表現し、さらに実

践に活かせる力、つまり「21 世紀型学力」が必要である。 

本校は、以上のような認識に立って、建学の精神である『徳性の陶冶』による人格の練成を旗印に、地域

社会や国際社会に貢献できる人物を養成する。また、教育現場においては、学びの精神『楽学』による仲

間づくりを心掛け、コミュニケーション能力やマネジメント能力が自然と身につけられる学校を目指す。 

 

２．平成３０年度基本方針と取り組み 

 

 （１）学力保障 

    ①教職員の資質向上 

 ・研究授業の推進―ICT 機器を活用したアクティブ・ラーニング（ＡＬ）型授業の研究― 

 ・校内教職員研修会の実施―進路指導・生活指導の向上を目指すもの―    

 ・校外研修会への積極的な参加－新入試動向の把握・ＡＬ型授業の評価・ポートフォリオ評価― 

②シラバス（学習内容、指導法、評価等）の改善（ルーブリック評価導入を視野に） 

③外部模試による客観的な学力把握 

 ・学力推移調査：春秋年２回 全員（結果を基に模試検討会を開催） 

 ・アドバンスト：冬年１回 ２年３年の成績上位者を中心に希望者（得意教科・分野のさらなる伸長） 

 ・高 1 進研模試：夏年１回 ３年の成績上位者を中心に希望者 

  

（２）人格保障 

①学校行事への取り組み（生徒会活動の活性化） 

 ・運動会、楽学祭、中六合同発表会を年度の総括行事と位置付けて生徒主導で運営させる 

・その他クラスマッチ、英語暗唱大会、３０キロ遠足、百人一首カルタ大会等、伝統に裏打ちされ 

た学校行事を実施し、コミュニケーション能力やマネジメント能力の向上につなげる。 

②学年行事を楽しむ 

・１年：高水訪問、スプリングセミナー 

 ・２年：郷土学習（史跡めぐり）、サマーセミナー、１４歳新たな誓い 

 ・３年：平和学習、オータムセミナー 

③ユネスコスクール高水の推進 

 ・地域貢献としてのボランティア学習 

 ・岩国ユネスコ協会との連携 
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 ・国際理解と国際協力のための作文コンクール等への参加 

   ・海外姉妹校との交流プログラム（ホームステイ） 

④部活動の活性化 

 ・短時間でメリハリをつけ、効果的に技術を向上させる 

 

 （３）進路保障 

①進路ガイダンス（進路サポート）を通じて「職業と仕事」の理解を深める 

②楽学テストの実施 夏秋冬年３回 全学年対象 

 ・大学受験に必要な基礎知識・技能の全員習得を目指す 

     ③探究学習による論理的思考力や知的好奇心の醸成 

 

（４）地域貢献 

 ①ESD パスポート（ボランティア活動）の推奨 

 ②生徒会による挨拶運動の推進 

 ③愛宕地区社会福祉協議会との連携による地域清掃の実施 

 

(５)入学定員確保 

     ①小学生と保護者対象「楽学フェスタ（オープンスクール）」の実施 

 ・プログラムⅰ在校生による学校紹介 ⅱ模擬授業体験 ⅲものづくり体験 ⅳ教育ガイダンス 

 ・年３回：第１回６月初旬、第２回７月中旬、第３回８月下旬 

     ②小学校訪問 

 ・山口県下松地区～広島県廿日市地区内の小学校約１００校を校長が年２回訪問し、情報交換 

 ・５月中旬   「楽学フェスタ」の紹介と出身生徒の現状報告 

 ・８月下旬   入試説明会の紹介と次年度入試について、卒業生の進路状況 

③学習塾訪問と情報交換会の開催  

 ・４月中旬   「楽学フェスタ」の紹介と卒業生の進路、出身生徒の現状報告 

        ・５～７月   学習塾内保護者対象説明会で近況及び学校改革の報告 

 ・９月上旬   塾対象説明会の開催：入試説明会の紹介と次年度入試と学校改革について、 

近況報告 

・１２月下旬 地域教育研究会の開催  
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３．平成３０年度の具体的な事業計画（付属中学校） 

 

 

  

月  主な校内行事  
３つの保障に関する取り組み 地域貢献に関する取り組み 入学定員確保の取り組み 

４ 

○始業式・入学式 
○開校記念日・講演会 
○１年オリエンテーション 
○１年スプリングセミナー 
 （高水訪問） 
 

＊進路サポート開始 
＊３年全国学力学習状況調査 
＊学力推移調査 
＊探究学習説明会 

＊ESD パスポートの活用 
＊地域ボランティア活動 

＊入学案内印刷上り 
＊学習塾訪問 
＊楽学フェスタ打合せ会 
＊チラシ・学校案内上り 

５ 

○一学期中間考査 
○PTA 総会 
○２年史跡巡り 

＊校内教職員研修会 
＊模試検討会 

＊小中連携授業 ＊小学校訪問 
＊塾内保護者対象説明会 
 ～７月 

６ 

○授業参観日 
○３年平和学習 

＊第１回楽学テスト 
＊生活実態調査 

＊挨拶運動 ＊第１回楽学フェスタ 

７ 

○一学期期末考査 
○クラスマッチ 
○保護者会 
○終業式 
 

＊３年進研模試 ＊地域ボランティア活動 ＊第２回楽学フェスタ 

８ 

○登校日 
○２年サマーセミナー 
○始業式 
 

＊第２回楽学テスト 
＊国際理解・協力のための作文コ

ンクール等への参加 
＊校内教職員研修会 

＊長唄三味線部定期演奏会 
 

＊第３回楽学フェスタ 
＊入試説明会打合せ会 
＊チラシ上がり 
＊小学校訪問 
 

９ 

○運動会 
○校内英語暗唱大会 
○楽学祭 
 

＊模試検討会 
 

＊地区社協連携清掃作業 ＊学習塾訪問 
＊塾対象入試説明会 

10 

○二学期中間考査 
○中六講演会 
○30 ㎞遠足 

＊学力推移調査 ＊地域ボランティア活動 
＊小中連携授業 
 

＊第１回入試説明会 

11 
○３年オータムセミナー 
○授業参観日 

＊生活実態調査 
＊校内教員研修大会 

＊挨拶運動 ＊第２回入試説明会 

12 

○二学期期末考査 
○クラスマッチ 
○生徒総会 
○防災訓練 
○保護者会 
○終業式 

＊模試検討会 ＊日米交流イベント通津国際交
流村参加 

＊地域教育研究会 

１ 

○始業式 
○中六入試 
○書初め大会 
○百人一首大会 

＊第３回楽学テスト 
 

  

２ 
○入学説明会 
○中六合同発表会 
 

＊２、３年アドバンストテスト 
 

＊挨拶運動  

３ 

○学年末考査 
○２年 14 歳新たな誓い 
○卒業式 
○終業式 
 

＊３年スタディサポート 
＊進路サポートまとめ 
 

＊ESD パスポートの表彰 
＊姉妹校交流プログラム 
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Ⅲ．主な施設・設備整備事業の概要  

 

【短期大学】 

○岩国短期大学を災害緊急避難場所として認定申請をする。 

○岩国短期大学渡り廊下の修繕工事を実施する。 

○施設整備の補修や修繕計画を立案し、実施に向けて計画書を作成する。 

○教育振興寄付金を充実させ、社会人学生対象の奨学金制度を新設する。 

【高等学校・付属中学校】 

○高水高等学校及び中学校のトイレ改修工事を実施する。 

○施設整備の補修や修繕計画を立案し、実施に向けて計画書を作成する。 

○ＩＣＴ機器を補充し、アクティブラーニング教室の整備をする。 
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Ⅳ 平成 30 年度予算編成の概要 

   別紙予算書            


